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「
サ
ク
ラ
ソ
ウ
」

（
サ
ク
ラ
ソ
ウ
科
）

文
・
澤
口　

た
ま
み

絵
・
永
澤　

美
貴
子

「
我
が
国
は　

草
も
さ
く
ら
を　

咲
き
に
け
り
」

と
詠
ん
だ
の
は
、一
茶
。

か
つ
て
サ
ク
ラ
ソ
ウ
は
、各
地
の
川
原
に

群
落
を
な
し
て
生
え
て
お
り
、

人
々
に
愛
さ
れ
て
き
た
。と
こ
ろ
が
、

こ
こ
の
と
こ
ろ
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る

河
川
の
改
修
工
事
で
、草
花
の
咲
き
競
う

昔
な
が
ら
の
川
原
は
、め
っ
き
り
と
少
な
く
な
っ
た
。

1
9
8
9
（
平
成
元
）
年
の
６
月
、日
本
自
然
保
護
協
会
と

世
界
自
然
保
護
基
金
日
本
委
員
会
が
、

野
生
植
物
の
全
国
調
査
の
結
果
を
発
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、調
査
し
た
5
3
0
0
種
の
う
ち
、

17
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
8
9
9
種
が
、「
絶ぜ
つ
め
つ滅
種
」か

絶
滅
寸
前
の「
絶
滅
危き

ぐ惧
種
」。

そ
し
て
そ
の
原
因
は
、開
発
に
よ
る
自
然
破
壊
が

36 .6
パ
ー
セ
ン
ト
、山
草
業
者
に
よ
る
採
集
が

28 .3
パ
ー
セ
ン
ト
だ
と
い
う
。

サ
ク
ラ
ソ
ウ
は
、こ
の
ま
ま
放
置
す
る
と

絶
滅
の
恐
れ
が
あ
る「
危き
き
ゅ
う急

種
」に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

参考資料：澤口たまみ著『岩手の野草百科』（岩手日報社 平成18年4月20日 第7版発行）より

副本部長

照井 勝也

「農家組合員の所得増大」
に向けた「純情産地確立

『栄』プラン」進捗状況と
年度末見通し

特
集

KLARA vol.824 KLARA vol.82403 02



特集 ─ 「農家組合員の所得増大」に向けた「純情産地確立『栄』プラン」進捗状況と年度末見通し

平成29年度 純情産地確立「栄」プラン　主な取り組みの進捗状況について
◎・・計画を超過　○・・概ね計画通り　△・・計画から多少の遅れ

実
施
部
門

課名

年　間

数値目標 成果目標 12月末
進捗 進捗コメント 年度末見通し

行動計画

米
穀
部

米
穀
販
売
課

流通コスト低減

27年産：1,200円/60
㎏基準】
2 8 年 産：流 通コスト
1,180円/60㎏
2 9 年 産：流 通コスト
1,150円/60㎏

１．県内向け販売数量の拡大
（前年対比1,000㌧、拡大
による輸送費削減）

２．トレーラーの定期運行（四半
期で1,000㌧の計画達成に
向け、増車を含めた出荷体制
を整備協議）

３．31フィートコンテナ路線拡大
検討による利用増加

◎

【28年産の取組み】
１．概算金金利の引下げ　0.1％（▲6

円/60㎏削減効果）

２．輸 送ロット引 上げ 　 1 1 . 8 8 ㌧
⇒12.96㌧（全体運賃への低減効
果は▲10円/60㎏。）

【29年産の取組み】
１．県内向け販売数量の拡大（29年10

月-12月期：2,886㌧、前年比＋854
㌧142％）

２．トレーラーの定期運行（第３四半期：
640㌧、累計：1,877㌧）

３．31フィートコンテナ（第３四半期：13
㌧、累計：39㌧）

2 8 年 産：1 , 1 7 5 円
/60kg（確定）

（削減額9百万円）
2 9 年 産：1 , 1 5 0 円
/60㎏（見込）

園
芸
部

生
産
販
売
課

加 工・業 務 用
野菜の拡大

7,200トン　
660百万円

１．玉ねぎ生産技術の確立
（１）課題整理と次年度対策

の検討
（２）レンタル機については本

所保有機も含めた次年
度利用計画の検討

２．キャベツ・にんじん・ほうれんそ
う生産技術

（１）キャベツ：定植時期別の
適品種選定

（２）ニンジン：課題整理と次
年度対策検討

新規生産者への技術指導
（３）ホウレンソウ：課題整理と

次年度対策検討
（反収向上、病害虫防
除、除草）

△

１．玉ねぎ生産技術の確立　
（１）春植え・秋植えタマネギ栽培研修

会、現地実証2か所、栽培試験1
か所実施

（２）レンタル機稼働状況：12月末実
績75日（29計画143日、進捗率
52％）

２．キャベツ・ニンジン・ほうれんそうの生
産技術確立

（１）展示圃の実施、品種試験の実
施

（２）玉ねぎ：402㌧、金額22.9百万
円、前年比167％、キャベツ：
1,781㌧、金額118百万円、前
年比114％、ニンジン：15.7㌧、
金額0.9百万円、ほうれんそう：
60.9㌧、金額9.1百万円、前年
比107％
累計実績（4-12月）数量5,864
㌧、前年対比107.6％、金額
635百万円、前年対比：105.8％

6,037トン
653百万円

花
き
資
材
課

青果物段ボー
ルの規格統一
によるコスト低
減

規格統一7品目
（26～29年度で累計
15品目の規格統一）

１．なすＤＢ統一規格決定に向け
た進捗管理徹底

２．原紙価格高騰基調を踏まえ
たＪＡへの資材情勢連絡徹
底

○

１．なすネットワークで、ＪＡ担当者に20
袋入ＤＢを新規格とすることを提案。

２．コスト低減見込み。レタス（対象１ＪＡ
▲10.0円）キャベツ（対象５ＪＡ ▲
6.6円）トウモロコシ（対象５ＪＡ ▲5.5
円）ながいも（対象１ＪＡ▲32.0円）ア
スパラガス　対象１ＪＡ▲12.0円）に
んにく（対象１ＪＡ▲52.0円）

規格統一7品目
（26～29年度で累計
15品目の規格統一）

実
施
部
門

課名

年　間

数値目標 成果目標 12月末
進捗 進捗コメント 年度末見通し

行動計画

畜
産
酪
農
部

家
畜
市
場
課

和牛繁殖基盤の
維持・拡大

緊急増頭対策事業：150
頭
生産性向上による増頭（分
娩間隔410日、（取組前の
現状417日））：50頭
合計　200頭

１．JA担当者を伴わない本会直接
巡回可否

２．生産者意見・要望を取り入れた
新規基盤対策実施検討

３．地域性のある繁殖牛の保留

△

１．基盤拡大対象農家巡回を実施し、１２月
末の上場頭数は、中央・県南累計で前
年比101％・86頭増と基盤対策効果が
見られている。　　　　　　　　　　
　２．巡回農家の分娩間隔は２年前（２８年４
月）と比較し平均で9日短縮した。（巡回
先農家29戸、生産性向上7頭）
※第1・第2四半期のべ40戸、実戸数
29戸の実績 

緊急増頭対策　157頭
　　　　　　　　
分娩間隔　414日（Ｈ
28年度）

畜
産
統
括
課

和牛改良センター
事業（借り腹）産
子の斡旋

195頭

１．サルモネラの第２回検査を実施
し、清浄化を図るとともにバイオ
セキュリティー体制の確立を行
う。

２．県内優良農場との交流会を行
い、生産技術の向上に努める。

◎

１．斡旋会販売頭数143頭。（内、ＥＴ産子
は42頭）   

 ２．バイオセキュリティー体制としてシャワー
ゲートの設置による入場車両の消毒を
実施した。

３．サルモネラの追加検査を行い、採材牛
については全頭陰性で清浄化が確認さ
れた。

202頭

資　
　

材　
　

部

営
農
技
術
課

稲作モデル生産
者における手取り
の向上

モデル生 産 者の手 取り
10％UP

１．実践メニューの分析（坪刈り、分
析内容の整理）

２．H29実践メニュー総括

３．モデル生産者巡回面談

４．水平展開の取組具体策の策定

５．モデル生産者実績検討会・研
修会の開催要領作成

６．プロジェクト会議の開催

◎

１．実践メニューの実証結果の整理（実践
メニューの評価と農家手取り額算出）

２．H29実践メニュー総括（実証結果の評
価、モデル生産者の要望・意見等の集
約等）

３．モデル生産者巡回面談（実践メニューの
評価報告と課題・要望等の聞き取り等）

４．水平展開の取組具体策の策定（次期
三か年（H31-H33）の取組み（案）の作
成等）

５．モデル生産者実績検討会・研修会開催
の提案（中間実績検討会等）

６．プロジェクト会議の開催（新いわて
（12/22）、いわて中央（12/21）、県本
部（11/28）

農家手取り算出（平成
27年度基準）

全体：65.2%増収
米概算金除く：22.0%増
収（銘柄切替による増
収）
生産費：10.8%削減　

（肥料費削減が大）
 販売比：7.4%増加
 生産比：1.7%削減

農
機
事
業
部

農
業
機
械
課

レンタル農機利用
促進による担い手
支援

レンタル日数：140日
※所有した場合と比較する
と平均約10万円の費用削
減

［1日10万円×140日＝年
間：1,400万円削減］

１．レンタル機投資の中で、複数農
家にニーズがある型式に投資額
をシフトできる。

２．利用履歴のある農家に対し、低
価格（中古機）販売が出来る

○

１．実績　稼働日数135日
※計画比113%削減効果1350万円

（トラクタ18日、田植機54日、ピッカー
11日、その他8日、ハーベスタ17日、バイ
ンダー21日、じゃがいもハーベスタ6日）

２．利用農家へのレンタルアップ機の売却
（4条鉄コーティング直播機　EP4-
TC） 

レンタル日数：140日　　
[1日10万円×140日＝
年間：1,400万円削減

（トラクタ：18日、田植機：
54日、ピッカー11日、
ハーベスタ等23日、バイ
ンダー21日、その他13
日）

北
東
北
石
油
事
業
所

岩
手
推
進
課

農業用軽トラック
のスタッドレス安
価販売

目標：6,210本
通常価格より2割以上のコ
スト低減　　　　　　　
　　　　　
低 減 金 額 1 , 5 5 3 台×
3,250円＝5,047,250円

１．達成意識の向上及び各ＪＡ・会
社の取り組みの強化。

２．さらなる拡販に向けて、これまでの
取り組み内容の充実や、他サイ
ズ商品での営農支援の検討。

○

１．中央・県南家畜市場に出展し、予約を受
け付けた。出展日数は、延べ10日間。

２．実績：6月～8月出荷本数987本、キャン
ペーン期間（9～10月）5,021本,合計
6,008本の出荷となり、前年比96.7％
の実績となった。
低減金額:1 ,502台×3,250円＝
4,881,500円

実績：6,008本
1,502台×3,250円＝
4,881,500円

（計画比：96.7％、前年
比：96.7％）

は
じ
め
に

全
農
で
は
、「
魅
力
増
す
農
業・農
村
に
向
け

た
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
取
り
組
み
と
提
案
」で
示
し

た
具
体
策
を
深
化・拡
充
す
る
と
と
も
に
、政
府

が
示
し
た「
農
林
水
産
業・地
域
の
活
力
創
造
プ

ラ
ン
」で
本
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
取
り
組
み
の

具
体
化
を
図
り
、ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
実
践
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、岩
手
県
本
部
で

は
、第
44
回
Ｊ
Ａ
岩
手
県
大
会
の
決
議
に
基
づ

き
、「
農
家
組
合
員
の
所
得
増
大
」と「
農
業
生

産
の
拡
大
」に
向
け
た「
純
情
産
地
確
立『
栄
』

プ
ラ
ン
」の
実
践
を
、岩
手
独
自
の
取
り
組
み
と

し
て
位
置
づ
け
、販
売・購
買
事
業
そ
れ
ぞ
れ
各

部
門
で
具
体
的
数
値
目
標
を
明
示
し
、達
成
に

向
け
た
進
捗
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、そ
の「
純
情
産
地
確
立『
栄
』プ
ラ
ン
」

の
主
な
取
組
状
況
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

お
わ
り
に

「
純
情
産
地
確
立『
栄
』プ
ラ
ン
」は
、全
農

岩
手
県
本
部
の
す
べ
て
の
職
員
が
一
体
と
な

り
、具
体
的
な
数
値
目
標
を
着
実
に
実
践
し

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、自
己
改
革
を
前
進
さ

せ
、結
果
と
し
て「
農
家
組
合
員
の
所
得
増

大
」と「
農
業
生
産
の
拡
大
」に
資
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
後
益
々
厳
し
い
生
産
環
境
が
想
定
さ
れ

ま
す
が
、全
農
岩
手
県
本
部
は
、ど
ん
な
時
で

も
農
家
組
合
員
の
皆
様
方
の
負
託
に
応
え
つ

づ
け
る
組
織
と
し
て
、Ｊ
Ａ
の
皆
様
と
と
も

に
、精
進
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
本
会
事
業
に
対
し
特
段
の
ご
理
解

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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1
月
26
日
、東
京
食
肉
市
場
に
お
い
て
、第
28
回「
い

わ
て
牛
」枝
肉
共
励
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
共

励
会
は
、産
地
関
係
者
及
び
首
都
圏
買
参
者
と
の
情

報
交
換
を
通
じ
て「
い
わ
て
牛
」の
評
価
向
上
を
図
る

と
共
に
、い
わ
て
牛
普
及
推
進
協
議
会
会
員
相
互
の
肥

育
技
術
研
鑚
に
よ
る
生
産
意
欲
の
高
揚
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、今
回
は
雌
25
頭
、去
勢
35
頭
、計

60
頭
の
出
品
で
開
催
さ
れ
、最
優
秀
賞
は
Ｊ
Ａ
新
い
わ

て
の
釜
石
善
八
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
、３
５
０
２
円
／
㎏

（
6
2
0
㎏
）の
単
価
が
つ
き
ま
し
た
。

ま
た
、前
日
に
は
市
場
関
係
者
・
取
扱
い
指
定
店
・

生
産
者
・
農
協
約
2
3
0
名
が
集
ま
り「
い
わ
て
牛
の

集
い
」が
開
催
さ
れ
、純
情
産
地
い
わ
て
宣
伝
本
部
長

の「
の
ん
」さ
ん
も
駆
け
つ
け
る
な
ど
、大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。共
励
会
は
体
型
、造
り
が
良
い
牛
も
多

く
、生
産
者
の
方
々
の
日
々
の
努
力
が
形
と
な
っ
て
現

れ
ま
し
た
。純
情
む
す
め
も
応
援
に
駆
け
付
け
当
日
の

セ
リ
に
花
を
添
え
て
も
ら
い
、平
均
販
売
単

価
は
現
在
の
相
場
よ
り
高
く
取
引
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。市
場
購
買
者
の
方
々
に

は「
い
わ
て
牛
」を
精
一
杯
応
援
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。首
都
圏
に
も「
い
わ
て
牛
」

の
フ
ァ
ン
が
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。畜
産

情
勢
は
非
常
に
厳
し
い
中
で
す
が
、生
産
者

と
消
費
者
の
懸
け
橋
に
な
る
よ
う
に「
純
情

産
地
い
わ
て
」と
し
て
安
全
・
安
心
か
つ
美

味
し
い「
い
わ
て
牛
」を
お
客
様
に
届
け
る
た

め
、日
々
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

純
情
ブ
ラ
ン
ド
消
費
地
の「
今
」を
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

１ 

栽
培
面
積（
図
１
）

全
農
が
開
発
し
た
低
コ
ス
ト
養
液
栽
培
シ
ス

テ
ム「
う
ぃ
ず
Ｏｎｅ
」栽
培
は
全
国
規
模
で
そ
の

生
産
が
拡
大
し
て
お
り
、平
成
28
年
現
在
82
戸

7
2
1
㌃
に
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。岩
手
県
で
も

９
戸
52
㌃
ま
で
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。

集
落
営
農
組
織
を
中
心
に
水
稲
育
苗
後
の
ハ

ウ
ス
有
効
利
用
や
土
壌
病
害
の
対
策
と
し
て
栽

培
が
増
加
し
て
お
り
、問
い
合
わ
せ
も
多
く
な
って

い
ま
す
。

２ 

品
目（
図
２
）

岩
手
県
で
は「
う
ぃ
ず
O
n
e
」を
利
用
し
た

栽
培
の
ほ
と
ん
ど
が
ミ
ニ
ト
マ
ト
で
全
体
の
95
％
、

残
り
の
５
％
が
ト
マ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。面
積
は

３
～
５
㌃
が
中
心
で
す
が
、中
に
は
10
㌃
を
超
え

る
経
営
体
も
出
現
し
て
い
ま
す
。収
量
も
栽
培
期

間
が
限
ら
れ
る
中
で
反
収
５
㌧
を
超
す
生
産
者

も
多
く
な
って
い
ま
す
。

３ 

コ
ス
ト
削
減
の
た
め
の
給
液
法（
図
３
、４
）

栽
培
を
重
ね
る
ご
と
に
技
術
が
向
上
し
、反
収

は
向
上
し
て
き
ま
し
た
。次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
さ

ら
な
る
低
コ
ス
ト
化
が
必
要
で
す
。

「
う
ぃ
ず
Ｏｎｅ
」を
は
じ
め
と
す
る
養
液
栽
培

の
給
液
方
式
は
設
置
コ
ス
ト
の
安
い
１
液
式
と
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
安
い
2
液
式
が
あ
り
ま
す
。面

積
の
大
き
い
生
産
者
に
は
２
液
式
を
推
奨
し
て
い

ま
す
が
、現
状
で
は
1
液
式
が
多
数
と
な
っ
て
い

ま
す
。

全
農
で
は
2
液
式
用
の
低
価
格
新
肥
料「
ア
ク

ワ
ン
」を
開
発
し
、昨
年
か
ら
現
場
で
使
用
し
て
い

ま
す
。こ
の
肥
料
の
特
性
は
肥
料
代
が
安
い
こ
と

で
、1
液
式
と
比
較
し
て
２
割
程
度
割
安
と
な
り

ま
す
。

昨
年
の
結
果
で
は
従
来
の
1
液
式
と
比
べ
て
生

育
や
収
量
は
同
等
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

4 

今
後
の
取
り
組
み

全
農
で
は
栽
培
マ
ニュア
ル
を
充
実
さ
せ
、収
量

の
向
上
を
は
か
る
と
と
も
に
、こ
れ
か
ら
も
低
コ
ス

ト
化
や
省
力
化
に
よ
る
所
得
安
定
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

消費地販売課
高橋　司

第
２８
回「
い
わ
て
牛
」枝
肉
共
励
会

園芸部　生産販売課
技術主管

菊池利行

毛
も う り

利 大
だ い ち

地さん
畜産酪農部
家畜市場課

山
や ま も と

本 玄
げ ん き

輝さん

園芸部　花き・資材課

趣味・特技
バスケットボール、釣り（特に渓流釣り）

現在の担当業務
現在、中央家畜市場で行われる和牛子牛市場の名簿作りや、市場当日の開設準備、
出荷対応などを行っております。

これからどんな職員になってみたいか
日ごろ、県内の農協の方々には大変お世話になっており、今後各農協の方々の信頼と
協力を得て、県内の地域の農業を活性化していける職員になりたいです。

趣味・特技
趣味：お酒を飲むこと、ラーメンのおいしい店を発掘すること
特技：ダンスやダブルダッチで魅せること、モノマネをすること

現在の担当業務
段ボール資材・包装資材等の受発注や実績の取りまとめ、価格設定、各資材情勢の取りまとめ等
を行っています。

これからどんな職員になってみたいか
誰からも「元気な人」「信頼できる人」と思われるような職員になりたいです。そのために、業務の
中で関わる方々に対して、積極的にコミュニケーションをとることを意識していきたいです。

図１　うぃずＯｎｅ面積と栽培者の推移

図2　栽培中のミニトマト「アンジェレ」

図4　給液装置の違い 図3　2液式の仕組み

左が２液式給水装置。右の１液式と比べて溶解タンクと液肥混入器が増えて
いる。導入コストはその分高い。

セリ風景写真

いわて牛の集い

２液式はタンクが二つ必要。それぞれに複合肥料と硝
酸石灰が入る。肥料が安くランニングコストが安い。

第28回「いわて牛」枝肉共励会成績表
販売成績 頭数 平均枝肉重量 平均販売単価 平均販売金額

雌 25頭 472㎏ 2,556円 1,207,620円
去 35頭 555㎏ 2,442円 1,359,995円

合計 60頭 520㎏ 2,489円 1,296,505円

入賞区分 JA名 氏名 性別 枝肉重量 単価 販売金額
最優秀賞 新いわて 釜石　善八 去勢 620㎏ 3,502円 2,171,240円
優秀賞 いわて平泉 高泉　茂美 去勢 493㎏ 2,953円 1,455,829円
優秀賞 岩手ふるさと 千葉　辰美 去勢 600㎏ 2,834円 1,700,400円
優秀賞 いわて花巻 ㈱西部開発農産 雌 512㎏ 3,280円 1,679,360円
優良賞 いわて平泉 小山　平治 去勢 507㎏ 2,941円 1,491,087円
優良賞 岩手ふるさと 後藤　久次 雌 427㎏ 3,313円 1,414,651円
優良賞 岩手ふるさと 及川　秀信 雌 439㎏ 2,916円 1,280,124円
優良賞 岩手ふるさと ㈲千葉畜産 去勢 555㎏ 2,653円 1,472,415円
優良賞 江刺 ㈲菊地畜産 雌 522㎏ 2,789円 1,455,858円
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今回の報告者
担い手サポートセンター
出向く活動班

新沼 真也

園主の阿部和恵さん

タンセラで発生させた炭酸ガスを暖房機の送風機
能を使い、ダクトでハウス全体に供給する。

コントロールは制御盤で行い、
発生装置と暖房機をケーブル
で接続し連動させている。

例年より大玉に
なったいちご

プロパンガスを用いた二酸化炭素発生
装置について一関普及センターより説明
を受ける。

JA担当者の成果
説明を受ける環境
制御研究会のメ
ンバー。

炭酸ガス発生機
タンセラ TC-100S

J
A
全
農
い
わ
て
資
材
部
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
で
は
、

平
成
29
年
度
６
月
に
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス（
以
下
L
P
ガ

ス
）を
用
い
た
二
酸
化
炭
素
発
生
装
置
に
よ
る「
光

合
成
促
進
機
研
究
会
」を
立
ち
上
げ
、実
施
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
、J
A
い
わ
て
平
泉
の
平
成
27
新
規

就
農
者
で
あ
る「
阿
部
和
恵
さ
ん
」を
モ
ニ
タ
ー
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

一
方
、J
A
い
わ
て
平
泉
園
芸
課
で
は
、施
設
園

芸
環
境
制
御
研
究
会
の
募
集
を
行
い
、小
山
智
氏

を
会
長
と
し
て
19
名

が
集
い
研
修
会
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。

双
方
共
に
関
係

行
政
と
の
連
携
と
指

導
を
得
な
が
ら
の
実

施
で
あ
る
事
か
ら
、

今
回
、平
成
30
年
２

月
８
日
に
、Ｊ
Ａ
い

わ
て
平
泉
管
内
で
、「
L
P
ガ
ス
を
用
い
た
二
酸
化

炭
素
発
生
装
置
の
実
用
と
成
果
に
つ
い
て
」の
合
同

研
修
会
が
実
施
さ
れ
た
。

L
P
ガ
ス
使
用
に
よ
る
光
合
成
促
進
機

の
実
用
と
効
果
に
つ
い
て

◇
発
生
装
置

（1）
機
種
名
：
光
合

成
促
進
機「
タ
ン
セ

ラ
T
C
ー
100
S
」２

台　

（２）
設
置
：
単
体

で
は
C
O
2
が
ハ
ウ
ス
の
中
ほ
ど
ま
で
し
か
届
か
な

か
っ
た
事
か
ら
、発
生
装
置
を
暖
房
機
の
送
風
口
に

向
け
て
設
置
し
、ダ
ク
ト
で
ハ
ウ
ス
全
体
に
行
き
渡

る
よ
う
に
設
置
。　

（3）
制
御
：
C
O
2
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
を
発
生
装
置
と
暖
房
機
に
連
動
さ
せ
、C
O
2

濃
度
と
温
度
を
設
定
し
制
御
し
て
い
る
。

◇
運
用

（1）
設
置
稼
働
：
平
成
29
年
10
月
24
日
～　

（2）
温
度

と
C
O
２
設
定（
11
月
下
旬
～
）：
①
6
時
～
10
時

＝
18
℃　
②
10
時
～
15
時
＝
20
℃　
③
15
時
～
16

時
＝
15
℃　
④
16
時
～
6
時
＝
８
℃　

・
C
O
2
濃
度
は
、下
限
：
800
ｐ
ｐ
ｍ　

上
限
：
1000
ｐ

ｐ
ｍ
で
設
定
。

◇
耕
種
概
要

（1）
品
種
：
さ
ち
の
か　

（2）
定
植
日
：
９
月
23
日　

（3）

面
積
：
６
㌃　

（4）
圃
場
：
一
関
市
花
泉
字
松
沢
47

（5）
園
主
：
阿
部
和
恵
さ
ん

◇
１
月
末
収
量
：
平
成
27
年
度
比
・
144
％
、平
成
28

年
度
比
・
111
％
と
伸
長
し
て
お
り
、光
合
成
促
進
機

の
効
果
は
出
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

◇
費
用
対
効
果
：
昨
年
同
時
期
の
暖
房
費
支
払
額

に
比
べ
、重
油
代
と
ガ
ス
代
を
併
せ
て
も
今
年
の
支

払
額
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、費
用
対
効
果
も
上
が
っ

て
い
る
と
言
え
る
。

◇
今
後
の
留
意
点
：
炭
酸
ガ
ス
濃
度
を
上
げ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、光
合
成
が
促
進
さ
れ
呼
吸
量
も
増
え

る
こ
と
か
ら
、そ
の
分
養
分
と
水
分
が
必
要
と
な
る

の
で
、灌
水
量
と
水
溶
液
の
補
充
が
必
要
と
な
る
と

の
指
導
が
あ
っ
た
。

◇
所
感

今
回
研
修
を
受
け
た
環
境
制
御
研
究
会
の
メ

ン
バ
ー
は
、ト
マ
ト
や
ナ
ス
を
栽
培
し
て
い
る
生
産

者
が
多
い
が
、品
目
が
違
っ
て
も
植
物
体
の
生
理
・

生
体
に
関
す
る
事
項
で
あ
る
事
か
ら
真
剣
な
眼
差

し
で
研
修
を
受
け
て
い
た
。植
物
体
へ
の
影
響
度

合
い
と
し
て
、土
か
ら
上
の
環
境（
光
・
温
度
・
炭
酸

ガ
ス・
湿
度
等
）は
92
％
で
、土
壌
内（
水
分
・
養
分

等
）の
影
響
度
合
い
は
８
％
程
度
と
言
わ
れ
て
お

り
、品
目
毎
の
よ
り
良
い
環
境
を
整
え
、収
量
の
増

大
と
販
売
額
の
ア
ッ
プ
に
努
め
て
欲
し
い
も
の
で

あ
る
。

光
合
成
促
進
機
研
究
会（
J
A
全
農
い
わ
て
）と

い
わ
て
平
泉
施
設
園
芸
環
境
制
御
研
究
会（
J
A
い
わ
て
平
泉
）

の
合
同
研
修
会
実
施
に
つ
い
て

１
月
25
日（
木
）、純
情
産
地
い

わ
て
宣
伝
本
部
長
を
務
め
る
の
ん

さ
ん
が
、東
京
都
品
川
区
で
、「
平

成
29
年
度
い
わ
て
牛
の
集
い
」に

参
加
し
ま
し
た
。食
肉
市
場
の
関

係
者
や
買
参
人
、産
地
関
係
者
ら

が
出
席
し
、い
わ
て
牛
の
ブ
ラ
ン

ド
確
立
に
向
け
て
、情
報
交
換
を

行
い
ま
し
た
。の
ん
さ
ん
は
、特
別

企
画
に
登
場
。達
増
拓
也
県
知
事

と
対
談
を
し
、い
わ
て
牛
の
美
味

し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

達
増
知
事
が
、の
ん
さ
ん
に
、い

わ
て
牛
の
感
想
を
聞
く
と
、「
盛

岡
市
で
、い
わ
て
牛
の
焼
肉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。味
付
け
な
し
で

も
美
味
し
く
て
、感
動
し
ま
し

た
。」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。の

ん
さ
ん
お
墨
付
き
の
い
わ
て
牛
。

同
イ
ベ
ン
ト
で
は
、い
わ
て
牛
五

ツ
星
ス
テ
ー
キ
を
は
じ
め
と
し

た
、県
産
農
畜
産
物
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
用
し
た
料
理
が
来
場
者
に

振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、の
ん
さ
ん
は
、１
年
間
の

活
動
を
振
り
返
り
、「
実
際
に
生

産
者
の
方
と
一
緒
に
、農
作
業
を

体
験
し
ま
し
た
が
、と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。田
植
え
機
や
コ
ン

バ
イ
ン
も
初
め
て
操
作
し
ま
し
た

が
、す
ご
く
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。

岩
手
は
第
２
の
故
郷
で
、私
に

と
っ
て
大
切
な
場
所
で
す
。こ
れ

か
ら
も
農
畜
産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
、応

援
し
て
い
き
た
い
で
す
。」と
述
べ

ま
し
た
。

いわて牛のぬいぐるみを持ち、記念撮影

達増知事と対談するのんさん

華やかな白地のワンピースに身を包んだのんさん
いわて牛五ツ星ステーキが
振る舞われました

1月25日（木）
純情産地いわて宣伝本部長「のん」さん
いわて牛ＰＲイベント

燃料：プロパンの設置
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NEWS WIDE ANGLE ニュースワイドアングル

ＪＡ全農いわてといわて牛普及推進協議会、岩手県は、東京都
品川区にある中央卸売市場食肉市場で、「第28回いわて牛枝肉
共励会」を開催しました。産地関係者及び、首都圏買参人等との
情報交換を通じて、「いわて牛」の評価向上を図るとともに、生産
者の相互研磨による生産意欲の高揚を図ることが目的です。

県内で生産された黒毛和種肥育牛、雌25頭、去勢35頭の
計60頭が出品されました。平均枝肉重量は520.3kg（昨年：
509kg）、販売単価は2,489円（昨年：2,670円）、５等級・４等級
の比率は、96.6%を占めました。

岩手県農林水産部の紺野由夫部長は、せりの結果を受けて、
「生産者の技術の高さが反映された結果となりました。さらなる
発展を見据え、共励会を通して、技術の向上、生産者同士のネット
ワークを広げていただきたいです。」と挨拶しました。

祝辞として、東京食肉市場株式会社の大塚勇常務取締役は、い
わて牛について、「美味しい。なんといっても、脂質が他産地に負け
ない強みであり、ファンが多いです。」と評しました。

最優秀賞には、ＪＡ新いわて（奥中山）の釜石善八さんの出品牛

岩手県乳質改善協議会は、２月９日（金）に、盛岡市内のホテル
で、岩手県乳質改善協議会設立50周年記念式典および平成29
年度岩手県乳質改善大賞表彰式を開催しました。県内酪農関係
者約90名が参加。この表彰式は、消費者の「食の安全・安心」への
関心が高まる中、日々生乳生産技術の向上に努め、継続的に高品
質な生乳を生産している農家を表彰し、本県の乳質のさらなる向
上を図ることが目的です。

今年度の大賞受賞者は、過去最多の19名となりました。年間出
荷乳量や乳質、乳成分などの厳しい基準を満たした農家が選ば
れます。また、今年度は、10回目の表彰式となることから、過去の
表彰者から、多数回表彰された方に特別表彰をしました。岩手県
乳質改善協議会藤村明智会長は、「長年にわたり、良質な生乳を
生産することは容易なことではありません。受賞した酪農家の日
頃の努力に敬意を表します。」と述べました。

岩手県乳質改善協議会は、今年度で、設立50周年を迎えまし

いわて和牛中央育種組合と県南和牛育種組合は、花巻市
のホテルにて平成29年度和牛女性研修会を開催しました。
県内で和牛の繁殖に携わる女性や、JA職員など約330名が
参加。県南和牛育種組合の小澤隆一組合長は「和牛繁殖の
飼養管理は女性の役割が大きい。研修で学んだことを和牛の
品質向上のため活かしてほしい」と挨拶しました。

研修会では、畜産情勢報告がなされたほか、岩手県種山畜
産研究室より「県有種雄牛」の紹介が行われました。

また、県北家畜保健衛生所の今野一之
上席獣医師より「冬期の飼養管理につい
て」と題し、分娩前後の母牛管理や子牛の
冬期管理等のポイントを講演頂きました。

第２部の懇親会では、各地域より踊り
や歌が披露され地域の垣根を越えた交流
ができました。

２月18日（日）、盛岡市の会場で、ＪＡ全農いわてが特別協賛し
ている、「第40回岩手県スポーツ少年団柔道大会」が開催されま
した。小学生４・５・６年生男女287名が、日頃の練習の成果を発
揮しようと試合に臨みました。

本会は、個人・団体の入賞者に、ハムの詰合せやいわてサーロ
イン牛、県オリジナル水稲品種「銀河のしずく」等を贈呈したほか、
参加者全員にいわて純情もちやりんごジュース、県産牛乳、オリジ
ナルハンドタオルを提供しました。

団体試合の優勝チームである、「三船記念館Ａ」は、全国少年
柔道大会（平成30年５月講道館で開催予定）の出場権を獲得し
ました。

男子個人の部

氏名 所属

優勝 松川　咲埜 直心館

準優勝 矢澤泰千 盛岡柔道

3位
菊池央太郎 修練館

吉田大空 大宮

女子個人の部

氏名 所属

優勝 福田小桃 盛岡

準優勝 佐藤　凪 時習館

3位
菅野琴未 石鳥谷

橋場萌未 紫波

団体の部

所属

優勝 三船記念館Ａ

準優勝 時習館

3位
江刺柔道スポーツ少年団Ａ

県営武道館

が選ばれました。枝肉単価は、3,502円と平均を大きく上回りまし
た。公益社団法人日本食肉格付協会 関東支所 厚地正洋支所長
は、「非常に厚みがある。サシも色も良く、肉質が立派です。」と講評
しました。

た。記念講演として、本会畜産酪農部生産指導課の大津信一課長
が、50年の歩みを振り返りました。

「いわて牛」の評価向上へ高品質の生乳生産技術を称える

和牛子牛の品質向上を目指して！

スポーツに励む子どもたちを応援

1月26日（金）2月9日（金）

2月1日（木）

2月18日（日）

第28回いわて牛枝肉共励会岩手県乳質改善協議会設立50周年記念式典・平成29年度岩手県乳質改善大賞表彰式

平成29年度　和牛女性研修会

第40回岩手県スポーツ少年団柔道大会

まだまだ外は寒く雪景色ですが、気づけば

もう３月。社会人１年目が終わろうとしてい

ます。何もかもが初めてのせいなのか、今ま

で生きてきた中で、時が経つのが１番早い

１年でした。こんなに、毎日が過ぎることに

惜しさを感じるのも、初めてです。

３月は、新年度へ向け改めて気を引き締

め、一年間を振り返る一月としたいと思い

ます。新年度も、どうぞ宜しくお願いいたし

ます！！

（佐藤）

せりにかけられた子牛（10日、県南家畜市場）

岩手県農林水産部の紺野由夫部長（左）から表彰を受ける、最優秀賞者の釜石善八さん

過去多数回表彰を受けた、特別表彰者

白熱した戦いとなりました
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＊消費地だより　＊報告！ 出向く活動班　＊のん活動記

「農家組合員の所得増大」に向けた
「純情産地確立『栄』プラン」進捗状況と
年度末見通し

JA 全農いわてホームページ
〒020-8605 盛岡市大通一丁目2番1号　TEL019-626-8615　FAX019-653-6145

http://www.junjo.jp

■営農と生活を支援し、元気な産地づくりに取り組みます。
■安全で新鮮な国産農畜産物を消費者にお届けします。
■地球の環境保全に積極的に取り組みます。
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